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笹川平和財団 

「チュニジア国民対話カルテット」講演会 

 

 

（堀場） 本日はお忙しい中、ご来場いただきまして、誠にありがとうございます。ただ

今より、笹川平和財団国際事業部が主催いたします講演会を開会いたします。司会を務め

させていただきます国際事業部平和構築担当の堀場と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 このたびは、２０１５年度ノーベル平和賞を受賞されたチュニジアの国民対話カルテッ

トの皆様をお呼びいたしました。アラブの春の先駆けとなったチュニジアでは、２０１１

年、ジャスミン革命によって独裁政権が崩壊、革命後のイスラーム主義勢力と世俗派勢力

との対立の激化による国家の危機を、４つの市民社会団体が、対話によって乗り越え、多

元的な民主主義社会の構築に貢献いたしました。その功績が称えられ、２０１５年、国民

対話カルテットにノーベル平和賞が与えられました。 

 本日は、「Ｐｏｗｅｒ ｏｆ Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ｃｉｖｉｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ａｎｄ 

Ｂｏｔｔｏｍ－ｕｐ ＤｅｍｏｃｒａｃｙＢｕｉｌｄｉｎｇ」「対話のパワー：市民社会と

ボトムアップの民主主義構築」をテーマにご講演いただきます。残念ながら、全国法律家

協会のマフフーズ氏の来日が叶いませんでしたが、ここにいる国民対話カルテットの代表

の方々より、どのように危機を乗り越えたのか、成功の秘訣は何だったのか、市民社会の

役割は何なのか、学びたいと思っております。 

 笹川平和財団が行っている平和構築事業もまた対話を重視しており、和平の推進に向け

て、アジアで活動を続けております。対話の力という意味において、チュニジア国民対話

カルテットの取り組みから学ぶことが多いと考え、本日の講演会を企画いたしました。 

 そして昨今の世界中で起きているテロ事件を受けて、中東やイスラームのイメージが暴

力的に偏りがちな中で、チュニジアの市民社会の挑戦を知ることは、日本が対テロに対し

て何ができるのか、多くの示唆を与えてくれると思っています。皆様と対話の力について

考える機会になれば幸いです。 

 それではまず主催者である笹川平和財団を代表いたしまして、当財団理事長の田中伸男

より、皆様にご挨拶申し上げます。 

（田中） 皆様、こんにちは。理事長をしております田中伸男でございます。今日は、こ

のチュニジア国民対話カルテットの講演会にたくさんお集まりいただきまして、本当にあ

りがとうございます。今、私どもの堀場研究員からご紹介いたしましたように、今日の国

民対話カルテット、この方々をお招きした笹川平和財団の事業としては、やはり平和構築、

これが非常に大きい事業としてございます。タイ、ミャンマー、いろいろな国で私どもは

こういう事業を行っているんでございますけれども、いくつかキーワードがあります。 
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 堀場が申しましたように、対話、これは大変重要なことであります。話をしない限り、

平和などというのはほとんど不可能でございます。世界中でテロの脅威、いろいろな衝突

が起こる中で、対話をしておればよかったのにと思うことは多いわけですね。 

 私はここに来る前に、国際エネルギー機関というところの事務局長をしておりましたけ

れども、今、私が一番心配しておりますのは、中東の２つの大きな国、イランとサウジア

ラビアが、どうも対話をしていないのではないかと思われることでございます。今日本は、

中東にエネルギー源の９割以上を依存するという、大変なエネルギー危機の最中にありま

す。石油の値段が下がっているものでございますので、あまり脅威を感じないことが多い

わけでございますけれども、万が一、中東で事がありますと、日本経済は引っくり返って

しまいます。原子力発電がない今、中東の安定というのは大変大きな、日本にとっての課

題であるわけでありまして、先ほどもアッバースィーさんに、どうやってイランとサウジ

を対話させたらいいんだろうかという質問をいたしました。 

 彼の答えは、やはり違った意見を受け入れる、または違った意見を持つ人とも平等に話

せる、それが民主主義であって、それを基本の原理として受け入れられるかどうかが鍵な

のではないかという、面白いサジェスチョンをいただきました。対話、これをどうやって

チュニジアで、難しい時に実現していったのか、これが私どもの知りたいことの１つであ

ります。 

 ２番目のキーワードは、市民社会です。チュニジアでは、宗教の間の対立があったり、

政治の問題が起こったりしましたけれども、結果として、市民社会を代表する４つの団体

が対話を取り持って、無事に新しい体制へと移ることができたわけでございますので、市

民社会が果たした役割、ものすごく大きいものがあるわけでございます。これをいったい

私どもはどうやってそこを学べるのか、日本に対するメッセージは何なのか、世界の平和

のためにそこの点はどうやって学んでいったらいいのか、こういう議論をしてみたら面白

いと思うわけでございます。 

 ３番目にもう１つ、キーワードがあります。今日は議論の中に出てきませんでしたけれ

ども、実はチュニジアの平和においては極めて重要な要素として、女性の活躍があります。

ブーシャマウイーさんが女性としてお見えになっておられますけれども、世界の平和、国

連の中でも、難しい交渉において女性が参加することによって、その交渉ができ上がった、

そういうことは多々あるそうでございます。逆にそういった交渉に女性が参加していると、

その結果できた合意も長続きする、こういう統計もございます。 

 つまり女性はメンツよりは、プラグマティックな結果を大切にする方々でございます。

ｆａｃｅ－ｓａｖｉｎｇよりは、実際に家族、子どもの安定、これこそが大切だと思うプ

ラグマティズムが平和を呼んでくるのではないかというふうに、国連は考えています。 

 したがって、ブーシャマウイーさんほか、チュニジアの女性が平和構築のために力を尽

くしたことは間違いない。チュニジアでは、女性と男性が平等だという憲法が最近できた

そうでございます。かつ、議会でも女性と男性の割合を等しくする、こういう立法ができ
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ているそうでございます。まだまだ日本は学ぶところが多いような気もいたします。 

 こういうキーワードを見ながら、今日はぜひ皆様方と一緒に、チュニジアの国民対話カ

ルテットがどうやって平和を実現していったのか、勉強したいと、こういうふうに考えて

おります。皆様、この暑い中、たくさんおいでいただきましてありがとうございます。ぜ

ひお勉強を一緒にさせていただけたらと思います。ありがとうございました。 

（堀場） ありがとうございました。それでは早速ですが、チュニジア国民対話カルテッ

トの皆様より、それぞれスピーチを頂戴したいと存じます。まず、はじめに、労働総同盟

事務総長、フサイン・アッバースィー様、お願いいたします。 

（アッバースィー） ありがとうございます。まず、最初に、皆さんにご挨拶を申し上げ

ます。楽しい午後になるであろうことを祈っております。私の声がちょっと枯れておりま

す。風邪をひきまして、それが私の声に悪影響を与えております。身体的なコンディショ

ンにも悪影響が与えられております。私としては最高の状況でこの会に臨もうと思ったん

ですけれども、風邪気味でございます。 

 会場の皆様、本日は、こうしてこの会合に出ることができまして、名誉なことであり、

嬉しく思います。大変ご親切にも、ご招待をいただきました。笹川平和財団のリーダーの

方々からご招待をいただきました。これは国民対話カルテットに対して発出された招待状

でありました。われわれが大きな役割を果たしたということで、民主的なチュニジアのプ

ロセスに大きな役割を果たしたということで、招待をいただいたことであります。 

 実際に国民対話カルテットというのは高く評価された試みでありました。この評価が結

局はノーベル平和賞につながったのであります、２０１５年の平和賞につながりました。

それ以外にも受賞しております。いくつかの民主的な政府から与えられております。国際、

あるいは地域的な団体からも賞をいただいております。これがわれわれの信念をさらに固

めております。われわれは正しいアプローチを取ったんだなという確信を強めております。

この確信というのは、しかもわれわれがいただいた栄誉というのは、４団体だけに向けら

れたものではないと思っております。いろいろな政治的なパートナーにも向けられたもの

であり、チュニジアの市民、男女に対して与えられたものだと思っております。 

 愛国的な感情をこういう人たちが持っておられたために、非常に狭い、党派性のあるよ

うな意見の違いや矛盾を乗り越えることができたのです。コンセンサス、合意を形成する

ことができました。そして自分たちの問題をマネージし、そして国内の紛争を平和的に解

決することにつながったのであります。笹川平和財団にはもう一度御礼を申し上げます。

温かい歓迎をいただきまして、おもてなしをいただきまして、ありがとうございました。

また思いやりの気持ちを持っていただきまして、チュニジアをサポートしてくださいまし

た。 

 自由、民主主義、そして社会正義を求めて、今努力をしている国であります。今日われ

われが目撃しておりますのは、テロの結果であります。それは人類の破壊につながるもの

であります。また普遍的な文明をも破壊することにつながるものであります。人間的な価
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値を狙い撃ちにしている試みであります。嫌悪が高まっております。そういったものが１

つの国民の間でも、また諸国民の間でも、民族の間でも、高まってきているという危機が

生まれております。そして結局は、政治的なエリートに対する戦争が起こされていたりす

るのであります。 

 １つのアラブの国だけではなくて、国家間、及びその他のいろいろな諸団体、社会を構

成する要素の関係をも損なっているのであります。それは、結局は信頼の念がなくなって

しまうということが原因になっております。それが危機をさらに深くしております。こう

いった国家は権威を失ってしまいます。信任性も失ってしまいます。会場の皆様、今日わ

れわれが認識しておりますのは、対話のカルチャーこそがまさに問題解決につながるのだ

と、紛争解決につながるのだ、戦争の勝利につながるのだということであります。死を喧

伝するというような戦いに勝つことができるのは、対話があってこそであります。 

 そして流血の惨事ではなく、対話があることによって、人間は孤立を乗り越えることが

でき、意思疎通をすることができ、他者を受容することができ、寛容の気持ちを持つこと

ができるのであります。そして意見が違うということも権利なのだということを考えてこ

そ、まさに民主的な社会を構築することにつながるのであります。自由、それを決定する

のは、自由、正義、そして市民性ということであります。 

 対話を通してこそ、われわれはすべての経済的な、社会的な開発問題を解決することが

できるのです。会場の皆様、チュニジア革命は、若者の力、女性の力を称揚し、そして新

しい現実を作ることにつながりました。熱意を持って、新しい現実を作り、そしてそれが

明るい水平線を開き、創造性が発揮できる世の中を作ることに近づいたのであります。こ

の目的を達成するということに当たっては、ただ単に大衆の声を聞けばいいというだけで

はないのです。そして市民の声を聞くというだけではないのです。彼らのいろいろな意見

をただ聞くということだけではないのです。そのためにわれわれはコミュニケーションの

架け橋をかけました。対話をするということ、そして相互信頼の気持ちを強化したのであ

ります。 

 誇張されたことを避けるために、私、こういうことを申し上げたいのですけれども、民

主的な移行がチュニジアでありましたけれども、まだ完成したわけではありません。緒に

就いただけであります。まだ脆い、本当にひ弱なスタートであります。民主的なプロセス

は不安定化されるかもしれません。異なった反民主的な力によって、不安定化されるであ

りましょう。そういった力というのは、法の支配に反する、反対するものであります。 

 そういう力というのは、元の独裁者であり、そしてまた密輸などをやっているような人、

麻薬をやっている人、組織犯罪、テロリストなどの力であります。やはり世界的な連帯の

運動をもって、われわれはこれに対処しなければなりません。それがあってこそ、共通の

期待に応えることができ、そしてわれわれの熱望に応えることができるのです。その熱望

とは、平和と、平和的な共存ということです。 

 私は、皆さん方の連帯があることによって、必ずや、大きな道となり、われわれの若者、
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そして新しく立ち起こっている民主的な経験をサポートしてくださるものになると思いま

す。会場の皆様、皆様方のご支援があることによって、われわれの助けになります。助け

をいただいて、そして民主主義を確立することができるようになるでありましょう。そし

てそれがモデルになります。このモデルは、異なった移行期をマネージする、１国以上で

そういったことをマネージするためのモデルになるでありましょう。それはプラスの影響

を地中海地方にも及ぼすでありましょうし、さらにわれわれの国の能力を強化することに

なりましょう。脅威に立ち向かい、チャレンジに立ち向かう能力を高めることにもつなが

ると確信しております。 

 チュニジアの経験が大事であるということ、国民対話が大事であるということ、それが

認められたということは、国際社会でもシェアされていることだと思います。国際社会で

もこういった普遍的な価値が認められているということであり、それが人権の基礎になっ

ていると、私は考えます。 

 人権があるということは、イデオロギー的な、あらゆる形態のイデオロギー的な、ある

いは知的な意味でのブロックをするという力に反対するものだと、私は確信しております。

ですからともに作業し、協力をすることによって、われわれの努力を投入することによっ

て、平和を確立することができるでしょう。持続可能な、そしてフェアなパートナーシッ

プが、異なった諸国民の間で生まれることにつながると思います。 

 今日われわれは確信を持っております。今まで以上に文明間の対話が必要だと思います。

そして平和的な共存が必要だと思っております。相互に信頼をするという枠組みの中での

共存であります。しかもダイバーシティ、それから意見の違いということを認めるという

枠組みの中でであります。 

 われわれはテロとの戦いをしなければなりません。そしてこのような戦いということを、

絶対的な優先順位の高いものにしていかなければなりません。一緒に協力をして進んでま

いりたいと思います。それによって、開発をし、協力を世界的に広めてまいりたいと思い

ます。われわれは加速化しなければなりません。あらゆる形態の紛争に立ち向かっていか

なければいけない、それを進めていかなければなりません、加速化しなければなりません。 

 そして何と言いましても、パレスチナの問題を解決しなければなりません。パレスチナ

の人たちが権利を享受することができるように、そして自決をすることができるように、

自分たちの国土に関して、独立ということに関しては自分で決定をすることができるよう

に、エルサレムを首都とするということについても自決をすることができるようにしなけ

ればなりません。 

 われわれは連帯を構築していきたいと思っております。それがあることによって、われ

われの革命の目的も達成されるということであります。革命の目的とは何だったでしょう

か。スローガンは、雇用、自由、そして国家の尊厳ということであります。ですから日本

の国民の皆様、日本国政府、いろいろな組織の方々は、ベストな形でチュニジアをサポー

トしてくださるだろうと思います。人間的な目標を達成することができるように、お手を
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お貸しください。そして国際社会のサポートにもそれがつながるのであります。これは崇

高な価値であり、われわれは、それは共有されていると思います。国際社会とも共有でき

ると思っております。チュニジアの詩人が言っておりますように、もし人々がまとまれば、

そして命にまとまれば、運命はそれについてくるという諺があります。ありがとうござい

ます。 

（堀場） ありがとうございました。次に、商工業・手工業経営者連合会会長、ウィダー

ド・ブーシャマウイー様、お願いいたします。 

（ブーシャマウイー） 神様のご加護がありますように。本日は国民対話カルテットの一

員として来日できたことを嬉しく思っております。ノーベル平和賞を、カルテットとして

いただきましたが、笹川平和財団にこのような貴重な機会をくださったことを感謝申し上

げます。非常に友好的な日本の皆様、チュニジアでは非常に尊重し、尊敬をする日本国民

の皆様ですが、多くの分野でモデルとなる日本の皆様にお話ができて、嬉しく思っており

ます。 

 ２０１０年の終わりから２０１１年の初頭にかけまして、チュニジア国民は蜂起しまし

た。自由、尊厳、雇用の要求で蜂起しましたが、国際社会を驚かすこととなりました。前

の体制が、２０１１年１月１４日、崩壊いたしました。それ以降チュニジアの人たちは、

民主的な移行の段階を始めましたが、様々な障壁がありました。 

 また政治家２人が暗殺された事件がありました。ショクリー・ベルイード及びモハメド・

ブラーミ、２人の暗殺の後は、特に大変なこととなりました。結局２０１３年の夏、この

時にカルテットができました。まずは労働総同盟、人権擁護連盟、全国法律家協会、商工

業・手工業経営者連合が一緒になりまして、政党を対話のテーブルに集めようとしました。

ロードマップ、工程表を作ることにより、危機を脱却しようと考えました。容易なことで

はありませんでした。非常に複雑で難しいものであり、多大なる努力が必要で、時間もか

かりました。 

 しかし、我が４団体が努力を行いまして、チュニジアとして内戦を何とか回避しようと

行いまして、最終的には、大統領選挙、議会選挙を行うことができ、透明で、民主的で、

自由な選挙を行うことができました。それによって、憲法を改めて制定をする土台を作り

まして、法の支配への移行を行いました。その結果、カルテットは２０１５年にノーベル

平和賞をいただくこととなりました。以上が私どもの主な経験です。 

 ノーベル平和賞は、国民対話のいわば果実、成果に対するものでした。それを率いたの

は４団体、カルテットでした。このカルテットが最前線で市民社会を率いました。何とか

あらゆる暴力、あるいは過激主義に対抗するための声を上げました。それによって、平和、

及び合意に基づいた解決策を求めました。特に女性と若者が市民社会として参加をしてい

たことが大きな意味がありました。女性と若者が大きな役割がありまして、チュニジアの

移行に大きな影響を及ぼしました。 

 チュニジアでは貴重な経験を行いましたし、移行の時にも女性と若者が大きな役割を果
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たしました。特に女性の位置づけは、大きな財産でした。女性が最前線に立って、市民社

会を率い、財産、大事なものを守るために声を上げました。人間の価値観について声を上

げ、あらゆる差別、あらゆる暴力、阻害、専制、独裁を拒絶しまして、かなりの事故、犠

牲もありました。若者の役割も極めて重要でした。若者の力が推進力となりまして、われ

われの目標到達に向けて前進することができました。かなりの犠牲も払いながら、目的実

現を追求してまいりました。 

 チュニジアの市民社会団体として、ノーベル平和賞という栄誉に浴しましたが、これは

世界のあらゆるこのような市民社会に対する栄誉だと受け止めております。世界の各団体

は、われわれと価値観を共有しているものであり、われわれは、われわれの信念を国民対

話の中で体現しようとしました。それが国際的にノーベル賞という形で承認を受けたとい

うことで、アラブ・イスラム社会が、必ずしも皆が過激主義なわけではないということを

示す証だと思います。暴力や過激主義を推進するのがアラブ・イスラム社会ではないとい

うことを示していると思います。 

 われわれが信奉しているのは、対話、合意、開放です。アラブ・ムスリム市民は寛容で

穏健な人たちです。アラブもムスリム市民も自由を希求するものであり、過激主義、テロ

リズムを拒絶しますが、これはほかの世界の人々とまったく同じ立場です。皆様、チュニ

ジアの民主的な移行は成功しつつありますが、今まだ経済的、社会的な多くの課題に直面

しています。 

 しかし、日本、及び日本国民、日本政府の皆様のご支援を引き続きよろしくお願いした

いと思っております。この発言のまとめとして申し上げますが、われわれ市民団体は、国

が必要とされる時に必ずするべき役割を果たしたいと思っております。対話は常に重視し

ていきます。対話と合意を常に重視していきたいと思っておりますし、国益のことを常に

第一に考えていきたいと考えています。 

 繰り返しになりますが、ここにいらっしゃる皆様、及び平和、寛容、対話、合意の価値

を守るすべての皆様に対しまして、引き続きよろしくお願いします。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

（堀場） ありがとうございました。アブデッサッタール・ベンムーサー様、お願いいた

します。 

（ベンムーサー） ご招待に感謝します。そしておもてなしいただいていることに感謝を

いたします。私は原稿を読むのではなくて、即興的にお話をしたいと思います。 

 皆様方、お聞きになったと思いますけれども、チュニジアの経験、いろいろお聞きにな

ったでしょう。皆さん方の中には、実際に昨日の会議にもお出になった方がおられると思

います。私の同僚のほうから、どんなふうに、なぜ対話が成功したのかという話があった

と思います。私は対話を進化させ、深くして、そして平和を強固なものにするためにはど

うしたらいいかというお話をしたいと思います。 

 対話が成功したということ、それからわれわれの移行プロセスが成功したということの
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ためには、非常に大きな努力が必要でした。もっと努力が必要だと思います。これからわ

れわれのプロセスを強固なものにするためには、もっと努力をしなければいけません。課

題がたくさんあります。いろいろな脅威があって、それに対処しなければならないのです、

民主的な移行には、まだその緒に就いたばかりで、幼いプロセスであります。憲法だけで

は十分ではありません。選挙だけでは十分ではありません。 

 だからこそ、われわれは加速化しなければならないのです。われわれの憲法にまつわる

いろいろな制度機構を強化して、確立していかなければなりません。そしてその前に、憲

法裁判所があって、そこが、果たして憲法に合っているかどうかというようなことを施行

されている法律に関して判断をするというプロセスが必要であります。 

 またわれわれの立法府も改革していかなければなりません。そして立法的に作られるも

のが合憲であるかどうかということを担保し、そして自由が担保されるものであるかどう

かということを確実にしなければなりません、法の支配があるように、そしてわれわれの

制度機構というのが必ずや、独裁の瓦解や汚職の払拭につながるものであるということを

確かめなければなりません。 

 憲法的な制度機構というのはすでにできつつあります。例えば選挙のための高いレベル

のいろいろな事例が生まれております。それから拷問に対するような仕組みも、ちゃんと

反対する仕組みというのもできております。しかしもっと努力をしなければならないのは、

残っている憲法上のいろいろな制度機構、それを整備していかなければなりません。 

 この憲法裁判所が合憲であるかどうかということを、法律に関して判断するわけであり

ます。それからまた、いろいろな高度な、高いレベルの最高評議会というのも必要であり

ます。また経済的なニーズというのもあります。それもまだ満たされておりません。もっ

と努力をしなければならないのです。それによって、チュニジアの経済を復活させなけれ

ばなりません。ですからわれわれは富を生み出し、そして包摂性のある開発をしていかな

ければならないのです。そういうことができることのためには、安全保障が必要であり、

安定が必要であります。 

 しかしながら、チュニジア経済のキャパシティというのは、それだけで簡単にチュニジ

アの経済を改革できるというものではありません。なぜ国際連帯が必要かと言いますと、

まさにそこにあるわけであります。日本のような兄弟国がチュニジアの経済をサポートし

てくださるということ、民間部門も関わって、そして観光セクターを開発していただきた

いと思います。 

 ちょっとこれにつきましては、日本のサポートに関しまして、ＪＩＣＡを通してのサポ

ートということについて、少し発言をさせていただきたいと思います。このパンフレット

がありますけれども、これはＪＩＣＡがチュニスでどんな活動をしているかについて書い

たものです。チュニスにある、チュニジアのＪＩＣＡのオフィスというのは、多大な努力

を１９７５年からしてらっしゃいます。そしてチュニジア経済を下支えしてくださいまし

た。われわれはこのようなサポートを本当に貴重なものだと思います。いくつかのプロジ
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ェクトがあります。インフラプロジェクトがあります。ＪＩＣＡがお金を出していただい

たものもいくつもあります。 

 例えばＲａｄｅｓ港とか、橋梁とか、もうたくさんあって、全部は言えないんですけれ

ども、そういったことがチュニジアでは有名なプロジェクトとして存在しております。そ

れをわれわれは高く評価をしております。ＪＩＣＡが大変な経験をチュニジアでは積んで

おられます。それはボランティアをチュニジアに送るということで、６００名のボランテ

ィアがチュニジアに送られまして、そしてチュニジア経済のサポートに当たっております。

チュニジア経済をサポートしております。 

 それから若者の支援もしてくださいます。異なったセクターで、例えば環境のセクター

とか、農業セクターでも貢献をしていただいております。テロ攻撃が、バルドー、チュニ

ジアの博物館でのテロ攻撃がありまして、それ以来その活動が止まっております。私はＪ

ＩＣＡのチュニジアの代表の方とお話をしたんですけれども、お願いをいたしました。そ

してぜひ再開してください、このボランティアの活動を再開してくださいと言いました。 

 というのは、チュニジアは１年以上、何のテロ攻撃もここのところないからです。です

から再開してほしいとお願いいたしました。チュニジアの国民はテロに反対しております。

このことは証明されております。ベンガルダンという町がチュニジアの南部で攻撃された

ことがあります。リビアに近いところですけれども、テロリストがそこで攻撃をいたしま

して、イスラミスト的なところを作ろうというふうにしたことがありますけれども、その

時には、そのテロリストが攻撃されまして、彼らを追い出したということがありました。

チュニジア国民が追い出したのであります。 

 ですから大きなサポートをわれわれは必要としております。対テロ活動のためにもサポ

ートが必要です。このテロというのは、チュニジアにとっては異質なものです。この現象

というのは、戦略的なサポートがどこかから入ってくるというようなことがないように、

隔絶しなければなりません。結局はテロリズムにいろいろなことを提供するような要素が

あったりいたします。そういったことを隔離しなければなりません。われわれはテロに関

する会議も開きます。そしてその会議をわれわれは主催したいと思っております。それに

よりまして、対テロ戦略を立案することにつながってほしいと思っております。 

 もって、戦略を書いて、そして社会、経済、文化、教育的な問題に対処したいと思いま

す。テロの原因になっているそういうものは何なのかということを突き止めたいというふ

うに思っております。任務は非常に大きなものがあります。われわれはこういった問題す

べてに対応する時に、対話なしにはできません。われわれは対話のプログラムを持ってお

ります。なぜならば、対話というのは、まさに安全弁だからであります。文明間の対話、

宗教間の対話をオープンしたいと思っております。それをしなければ、結局は破壊に導か

れるのみであります。対話は平和につながります。そして平和というのは命そのものなの

です。 

 チュニジアのプロセスは、いまだ継続中、進行中であります。国民対話の経験も進行中
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であります。今でもわれわれの努力を再開することが大事でありまして、倫理的な目標と

いうことも達成しなければなりません。ですから国際的な支援が必要であります。もっと

連帯を、そしてもっと協力が必要であります。それがチュニジアの若い、そして幼い民主

主義にも助けになるでありましょう。 

 われわれとしては、チュニジアの経験をだめにしようというような試みがいろいろある

であります。もしチュニジアの経験が失敗すれば、それはチュニジアに対してマイナスの

影響があるというだけではなくて、地域全体にも、それから国際社会にも悪しき影響が出

てまいります。われわれは、われわれの平和的な経験というのが挫折してもらっては困る

と思うのです。幼い民主主義でありますけれども、それを確立し、地域的にも、世界的に

も平和を確立していかなければならないと思っております。 

 しかし、私はもう一度繰り返しますけれども、われわれは連帯を享受することができる

はずです、幼い民主主義ではありますけれども。その幼い民主主義と、新興民主主義と連

帯を持っていただくことができると思います。ぜひ投資をしてください。それから観光も

促進してください。テロの攻撃がありましたけれども、それ以来、観光が止まっておりま

す、日本からの観光が。ですからぜひ皆様方には観光を再開していただきたいと思います。

チュニジアをもう一度訪れてください。 

 われわれの観光伝統というのは非常に多種多様なものがあります。環境観光というのも

あります。サハラを見ていただくというのもあります。それから海辺を見ていただくとい

う観光もあります。われわれの気候というのは温暖なものです。われわれの人間性も同じ

です、国民性も穏やかです。長い歴史を持っております。カルタゴの時代から続いており

ます。ビザンティウムの文明もあります。チュニジアというのは、まさに文明の交差路に

あるところであります。皆さん、どうぞいらしてください。チュニジアにいらしてくださ

い。 

 もし何か偏見があったとしても、その先入観を変えていただけると思います。いったん

チュニジアに来られたら、必ずや、先入観は変わると思います。ぜひいらしてください。

以上です。 

（堀場） 日本アフリカ連合議員連盟会長の逢沢一郎衆議院議員にも来ていただいており

ます。逢沢先生、ぜひひと言、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。よろ

しくお願いします。 

（逢沢） ただ今指名をいただきました、国会議員の有志で構成をいたします、日本アフ

リカ連合、ＡＵ議連の代表会長を務めております、衆議院議員自民党の逢沢一郎です。発

言の機会をいただきましたこと、心から感謝を申し上げます。今日、こうして国民対話カ

ルテット代表の方をお招きをして、笹川平和財団の主催で、「対話のパワー：市民社会とボ

トムアップの民主主義構築」シンポジウムが開催をされたこと、本当に有意義なことでご

ざいます。ご盛会を心からお祝いを申し上げたいと思います。 

 ノーベル平和賞を受賞された３人の先生方からスピーチがございました。今、田中理事
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長、また茶野理事等々、また駐日大使もおいでをいただきましたけれども、聞かせていた

だいて、改めて痛感をしたことは、もしこの対話カルテットが存在しなかったら、チュニ

ジアは今頃どんな国になっていただろうか、あるいはこの試みがもし成功していなかった

ら、失敗したら、間違いなく、チュニジアのマイナスの状況が、北アフリカや、あるいは

中東にさらに悪い影響を及ぼしていたことは間違いない、そのことを痛感をいたしたわけ

であります。 

 今、世界中はテロの脅威に怯えている。怯えているのはフランスやイラクだけではない。

アジアも、つい先般はバングラで大変残念なテロが起こりました。かつてインドネシアで

も度々そういった厳しい経験を積んできた。ＩＳに人が出てるという面からすると、マレ

ーシアあたりも、相当危ない、そういう指摘もございます。そんな厳しい状況にわれわれ

は向き合っていかなくてはならないわけであります。 

 また私は、難民問題にも取り組んでおります。ＵＮＨＣＲ議員連盟の会長代表を務めて

おりますが、こんなに科学技術が進歩した、またある意味で豊かな地球社会、人間社会を

作り上げた今日、世界中には６，０００万人、７，０００万人とも言われる、広い意味で

の難民、厳密な難民条約に基づく難民ということになれば、もう少し小さな数字になるん

でありましょうけれども、経済難民、あるいは国内被災民、避難民等々入れて、広義の難

民ということからいたしますと、この数字を聞いて、私はびっくりしたわけでありますが、

全地球上に住む人類の１２０人に１人は、広い意味での難民なんだということでございま

す。もっと大きな数字を使うとすれば、１００人に１人、もうそれに近いというこの現実

に、本当にたじろぐばかりでございます。 

 しかし、こういった難民問題を解決をしていく、あるいはそういう根っこを絶っていく、

あるいはテロの脅威を沈めていく、それはやはり突き進めていけば、今日の次第でござい

ます。まさに対話にあるという結論になるのでありましょう。お互いの違いを、また相違

をやはり認め合う、受け入れるという態度を、どうしてもわれわれ人間は、自分たちのも

のにしていかなくてはならない。考え方も違う、肌の色も違う、信ずる神様も宗教も違う、

もちろん使用する言語も違う、価値観も違えば、望んでる方向も、場合によっては違うか

もしれない。しかしそういう人たちと共に生きていく、暮らしていく、共存をしていく、

それを成功に導くには、やはり対話であろうかというふうに思います。 

 実は宗教界でもいささかの努力がございます。Ｒｅｌｉｇｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｐｅａｃ

ｅ、日本語訳では世界宗教者平和会議というふうに訳しているわけでございますが、５月

に、実はシーア派とスンニ派のかなり高いレベルの宗教家を日本にお招きをいたしました。

そういった努力がどれほど現実の安全保障に、あるいはテロの脅威の削減に役に立つか、

すぐ答えが出るものではないんでありましょうけれども、しかし関係者の努力、われわれ

は大変高く評価をいたしております。この世界宗教者平和会議を支える議員の力も必要で

あろうということで、自民党の谷垣幹事長、今ちょっと怪我して寝てるようでありますが、

谷垣さんと民進党の岡田代表を共同代表にして、これはもう日本の政界、与野党を超えて、
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そういった活動を支えていこう、そういう取り組みもさせていただいておりますが、要は、

同じ席に着いて対話をする、会話を交わし、そしてそのことを通じて、問題解決の道筋を

しっかりとつけていく。そういう様々なチャンネルの努力が本当に大切ではなかろうかと

いうふうに思います。 

 今、残念ながら、ヨーロッパ各国、あるいは世界中、どうも自由と民主主義と寛容の精

神、それは本当に大切ではあるけれども、逆のほうに人々の顔が向き始めた。もちろん民

主主義でありますから、フランスにあって、あるいはドイツにあって、オーストリアにあ

って、どういう政治家が、政党が支持を集めるか、どういう政党政治家を支持をするかは、

それぞれの判断でありますけれども、しかしわれわれが求めてきた、またこれからも求め

ていかなくてはならない自由、民主主義、そして違いを認め合いながら、寛容の精神でも

って町を作っていく、国を作っていく、地球を作っていく、そういう方向に全体のトレン

ドが逆行しているとすれば、そのことに敢然とわれわれは立ち向かい、戦っていかなくて

はならない。そのことにも指摘をさせていただきたいと思います。 

 英国のＥＵ離脱で、ＥＵそのものが経済的にも、金融においても、安全保障の面でも弱

くなることが、仮にあるとすれば、それは中東によい影響を与えるはずがありません。ア

メリカ大統領選挙のプロセスとその結果にも、われわれは当然注目もしていかなくてはな

らないわけでありますけれども、今３人の方がおっしゃられたこのチュニジアのチャレン

ジをやはり大切にしていく、そしてこのチュニジアの、ある種、成功体験を世界が共通に

体験をする。そういう状況を作り上げていく、共に力を尽くして努力をしてまいりたいと

思います。 

 またチュニジアにおけるＪＩＣＡの活動について、大変高い評価、また期待感を示して

いただきましたことを、日本の議員の１人として大変嬉しく思いました。対話を促進をし

ていくための大きな意味での環境を作っていく、環境整備、それはやはり経済的な安定、

特に雇用、技術、そういったことが非常に大切になってこようかと思います。対話をやり

やすくする環境を作っていく、そういうことにつきましても、我が国は、政府、民間企業、

また市民社会、一丸となって、しっかりと貢献をしてまいりたい。最後にそのことについ

ても付言をさせていただきたいと思います。 

 重ねて、国民対話カルテットの先生方にこうして来日をいただきましたこと、心から感

謝を申し上げ、素晴らしいシンポジウムを企画をいただきました笹川平和財団ご関係の皆

様に心から敬意と感謝を申し上げまして、コメントとさせていただきたいと思います。あ

りがとうございました。 

（堀場） 逢沢先生、ありがとうございました。それではここからは本日のモデレーター

をお願いしております、大阪大学理事・副学長であります星野俊也様に進行をお任せした

いと存じます。それでは星野先生、どうぞよろしくお願いいたします。 

（星野） ご紹介いただきました星野でございます。よろしくお願いいたします。私は、

国際政治が専門でございまして、笹川平和財団と一緒にアジア平和構築イニシアティブと
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いうプロジェクトもやっておりまして、タイの南部、あるいはフィリピンの南部のミンダ

ナオの問題、あるいはミャンマーの情勢などをフォローしながら、アジアに関心を持ちつ

つも、世界全体の平和構築というものに関しても関心を持っている、そんなような関係も

ございまして、今回モデレーター役を務めさせていただくということになりましたが、よ

ろしくお願いいたします。 

 今、逢沢先生から非常に的確なご指摘で、やはりこのカルテットの皆様の功績、もしこ

のカルテットの皆様がいなかったら、本当ですよね、そうすると、内戦になっていたかも

しれない。そしてさらに中東・北アフリカという地域が混沌となり、またその影響が世界

に及んだかもしれない、本当ですよ。そういう意味で、やはり対話を通じた処方箋という

のもあるんですけども、やはりこの皆様方の功績というのの重要性というのを実感された

のではないかなというふうに思います。 

 この後皆様に、ぜひ質疑応答の形でご質問をする機会をと思っておりますけれども、私

なりに、なぜこのカルテットの皆様の活動というのが興味深いのかということを簡単に印

象として申し上げますと、つまりチュニジアでは多くの課題を抱えながらも、革命後のト

ランジションというもので、発生した様々な政治的な対立がありましたけど、それを鎮静

化させて、暴力的な内戦、これを防ぐことができたわけですよ。なぜなんだろう。 

 その時に、もちろん対話というのがあるんですけども、今日お話を聞いていますと、や

はりこの市民社会の伝統の強さというのがそこにあったんだろうなということがわかって

まいりました。そうした市民社会の伝統を背景に、それのパワーを取りまとめたのが、こ

のカルテットの皆様の功績だったということだと思うんですね。その市民社会の中には、

若者がいて、そして女性がいて、そういう状況だったんだろうと思います。 

 私は、さらにそこに３つぐらい、チュニジアが、成功と言えば、まだ課題もありますけ

ど、成功した理由があるのかなというふうに思います。１つは、暴力は絶対に許さないと

いう、それが前提にあったんだと思うんですね。対立や紛争というのはどこでも起きるけ

れども、しかしその解決は、非軍事的な、平和的な手段でするのであると。暴力的な解決

というのは、解決したと思っても、結局サステイナブルじゃないんだということですよね。

ですから暴力は排除するというのがまず第一にあったので、その合意があったことが、チ

ュニジアのケースの例外を作ったということだと思うんですね。 

 ２番目は、いい意味でのナショナリズムというか、愛国主義。つまりチュニジアは自分

たちの国なんだ、チュニジアは１つにまとめなきゃいけない、そしてチュニジアという国

の未来を築いていくという、愛国主事的なナショナリズム、これ、いい意味で、それがう

まく作用したのかなというふうに思いました。 

 ３番目には、共通の課題、これはイスラム主義勢力も、世俗派と言われる人たちも、両

方ともイスラムのこの過激主義とか、暴力的な動きとか、テロリズムだとか、こういうも

のは排除しなきゃいけない。 

 そういうような３つの要素もあって、そしてその中でこの皆様のカルテットの活躍もあ
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って、いい方向に行ったのかなというふうな印象を持ちました。これはなかなか難しいこ

とです。なぜならば、エジプトではクーデターがあった後、やっぱり民主的な政府は倒さ

れて、軍政に戻る。そしてつい最近だったらば、トルコにおいてもやっぱりクーデター、

これは未遂で、政府は維持されましたけども、しかしその反動というのがなかなか難しい

状況で起こっている。こういった中で、やっぱり非軍事的、平和的な対話でというふうな

ことを強調したカルテットの皆さんの功績というのは、非常に重要なんだろうなというふ

うに思います。 

 これは今、逢沢先生がおっしゃったように、世界の今の流れからすると、極めて稀なこ

となんだと思います。イギリスはＥＵから離脱するとか、アメリカではトランプが出てく

るとか、中国は、仲裁裁判があったとしても、それはもうどうでもいいとか、これは何か

と言うと、どんどんどんどんもう自分の主張だけを外に出せばいいんじゃないか、その極

端な例がテロリズムだと思うんですよね、過激主義だとか、原理主義に基づく。そういっ

たものとまったく反対で、相手の意見も受け入れる、聞き遂げるというふうなところから

の対話、そういったものを強調する精神というのが、今回本当の意味で、世界的に重要な

意味を今、持ち始めてるんじゃないかなというふうに思っております。 

 そんな意味で、今回のシンポジウム特別講演会は、対話のパワーというふうなことをテ

ーマにさせていただいているわけなんですけども、どうでしょう、皆様のほうから、ここ

のところをお聞きになりたいというふうなご質問がありましたらば、時間の許す範囲でお

受けいたしたいなというふうに思いますが、できるだけ手短にご質問いただきというふう

な形ですが、いかがでしょうか。じゃあまず真っ先に手が上がりましたので、真ん中の４

列目の方、お願いいたします。その次に、じゃああなた、どうぞ。それではお名前とご所

属をおっしゃっていただき、そしてどなたにというご質問があればと思います。 

（質問者） チュニジアは本当好きで、もう何十回も遊びに行って、楽しいとこっていう

のはよく知ってます。ちょっと１つ質問したいんですけど、どなたでも構わないです。現

在、現実として、３，０００人のチュニジア人が向こうに参加して、ＩＳに参加していま

す。例えばそれを何かの変化があって帰ってきた時、あなたたちはどういう対応をするん

でしょうか。どのような対策を持ってるんでしょうか。 

（星野） はい、ありがとうございます。この問題に関しては、チュニジアの若者たちが

なぜＩＳに惹かれてしまうのか、入ってしまうのかというふうな、そういう社会的な問題

もあるかもしれませんけれども、そういうことも含めて。 

（質問者） 帰ってきた時にどう対応するか。それを聞きたいんですね。 

（星野） もし具体的に、帰ってきた時にどう対応するのか、何か答えを出すことはでき

るでしょうか、どなたからでも。 

（アッバースィー） ありがとう。ご質問感謝します。この質問というのは、若者が帰還

した時に、どういうふうにするかということに関する質問ですけれども、チュニジアでも

ずいぶん話題になっています。若者で、結局はＩＳに行ってしまう、あるいはイスラム国
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でなくても、とにかくアルカイダによってリクルートされるという人もいるだろうと思う

んですけれども、やはり正確に語るべきだと思います。ほかの国の市民で、大人や若者が

イスラム国と戦っているという人たちもたくさんいるんです。 

 ほかの国の人たちが訓練をしたりします。例えばリクルートされた人、いろんな国籍の

人が、若者が集まったりして、それをまた訓練するようなほかの国の市民もいたりするわ

けです、国籍が違う人が訓練をしたりしています。専門家とでも言うんでしょうか、そう

いう人たちはチュニジア人ではありません。彼らはテロリズムの専門家です。いろんな人

がいるんです。何千という人がいるんです。 

 先月、報道によりますと、フランス人もイスラム国に入った人がたくさんいると、１０

００人以上いるとかいう報告があります。チュニジア人じゃありませんよ。チュニジア育

ちでもないんですよ。チュニジアで教育を受けたわけでもないんですよ。チュニジアの移

民の人たちは３世代にわたってフランスに住んでいて、フランスの郊外、あるいはフラン

ス以外のところで住んでいる、ほかの国籍です。ところがそういう人に対しては、誰もあ

んまり語っていないんですね。 

 さて、今の質問は、この若い人たちをどういうふうに扱うかということですけれども、

いったいその若者というのは誰なのかと、誰がリクルートしたのか、誰が訓練したのかと

いうことは誰も語っていません。そしてアルカイダがどうやって確立をしたのか、どうや

ってイスラム国を作ったのかというようなことがあまり語られておりません。 

 私は国際社会は怖がっているような気がします。こういった問題と正面から向き合わな

い、なぜならばテロリスト団体というのは、超大国がバックをしているという、サポート

をしているということもあったりします。超大国というのは、こういった状況をぐちゃぐ

ちゃにしているということがあります。われわれ知ってますけれども、アメリカ、米国が

背後にいるということもあります。多くの若者をリクルートしています。 

 そしてアルカイダができた背後にも、これは共産主義とアフガニスタン戦うために、ア

メリカが背後にいて作ったということも知っているわけです。いろんな要素があります。

その地域から、その地域外からもいろんな人が入ってきたりします。そういった人たちが

イスラム国をサポート、最初して、そして大きな役割を果たしたということもありました。

そういった国々が、進化的なプロセスを経ていくわけですけれども、私はここで長く話す

つもりはありません。根っこの原因のところについて語るつもりはありませんけれども、

テロリストと対応する時には、われわれは１つの国を特定してはいけないと思います。根

っこにある、根幹となるこの現象の原因に対処すべきであります。 

 チュニジアという国には、トレーニングキャンプなんかありません。テロの訓練をする

キャンプなんかはありません。こういったテロリストというのは、リビアで訓練されてい

る、イラク、アフガニスタン、シリアで訓練されているんだろうと私は思います。 

 それからそれ以外のところでも訓練されていると思います。これまでのところ、チュニ

ジアは苦しむほうなんです、テロの被害国であります。テロリストは、ちなみに言います
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けれども、チュニジアを狙っています。それは、チュニジアの生まれつつある民主主義を

だめにしようという狙いがあるのです。これを失敗させようと、崇高な対話が行われてい

るけれども、それをだめにしようと思っているのです。 

 チュニジアは狙われています。チュニジアの経験が挫折するということになれば、すべ

ての地域にインパクトを与えるからです。ですからこういう人たちは、概念として違った

社会モデルを描いているのです。このモデルというのは、われわれとして確立したいと思

っている社会モデルとは違うものです。しかもそれは平和を愛好する人によって、われわ

れの場合は、そのモデルはサポートされているんです。 

 今日テロリストの攻撃でチュニジア人がやったと言われていることについて、ちょっと

語りたいんですけれども、ほとんどのものは、治安部隊、軍隊、そういったようなところ

を狙っております。それはチュニジア人がやっているものではありません。そういった作

戦というのは、勇敢な軍隊が、昨年行った作戦があります。そして軍閥と呼ばれるような

人を８名殺しております、この軍隊の活動によりまして。そしてこの８人の人たちは、１

人だけ例外としてチュニジア人ではありませんでした。ですからわれわれは注意深く語る

べきです。より深く、突っ込んで分析をしなければいけないと思います。 

 ですからどこかの国を名指しして、テロリズムだという、誤ってそういう糾弾をしない

ようにしなきゃいけないと思います。チュニジアはテロによって困っている国であります。

被害を受けた国であります。チュニジア人は、こういったテロ組織によって、誤って引っ

張られました。その中の何人かは殺されました。それ以外の人たちは、１国から他国へと

移動させられました。それはデータにもよりますし、また状況にもよりまして、いろいろ

違った動きを示しております。またそれ以外の人たちはチュニジアに戻ってきたというこ

ともあります。 

 チュニジアでは、われわれは５００人のファイター、戦士が帰還するということについ

て話をしております。この人たちは非常に厳しい治安の監督の下に置かれております。訴

追された者ももちろんおります。人によっては、帰還した戦士たちは、チュニジアの国家

が監視をしている、面倒を見ているということもあります。そしてその後は、特定的なケ

アをしなければならないと思っております。例えばセキュリティケア、医療面でのケア、

心理ケア、いろいろあると思います。そういったものを提供しなければいけない、あるい

はこういった人たちに仕事も与えなければいけないと思っております。もしテロリストが、

その人たちを説得して、何か間違いを犯したということがあって、そしてこの人間が普通

の市民に戻りたいともし思っているということが証明されたならば、ケアをしなければな

りません。 

 しかしながら、テロリスト的なアイデアをやめないということであるならば、そういっ

た人間は訴追されなければならないし、裁判にかけられなければならないと思っておりま

す。決して自由になって、またもう一度犯行を犯すということがあってはいけないと思い

ます。チュニジアの社会に毒を流すということがあってはいけないと思っております。で
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すから私の同僚のほうから前に話が出ておりますけれども、国際会議を、テロリズムに関

して、テロ対策について国際会議を開きたいという話がありました。私もそれをずっと言

っております。国際社会に対しても働きかけておりまして、ぜひ国際会議をやりましょう

と、テロ対策会議をやりましょうということを語りかけております。 

 なぜならば、テロリズムというのは１国だけを狙っているんじゃありません。もう１つ

の地域以上の地域を狙っております。ですからわれわれの努力のほうも結集して、そのよ

うな現象を解体させていかなければなりません。そしてそれを分断させ、われわれはテロ

リズムを隔離しなければなりません。隔離をするためには、根っこのところを見なければ

なりません。テロリズムにいろいろなものを提供しているのは何かということを見なけれ

ばなりません。それは国際社会の勇気が試されているということでもあります。 

 ですからそういう訓練をする人とか、お金を出す人とか、そういったようなところ、根

っこのところに対応しなければならないと思います。やはりそういった勢力があるのです。

テロリスト、テロリズムを称揚しよう部分はあるのです。ですから今のことでお答えにな

ったかどうか、答えになっていればと望みます。 

（ベンムーサー） 法律専門家、弁護士として、テロ行為について一定の知識があります。

新たなテロ対策法がチュニジアでは制定されています。とりわけ紛争地域から戻ってきた

戦闘員については、逮捕をし、訴追をし、きちんと裁判が行われています。確かにシリア

に行った者もいるでしょう。その後、戻ってきた。なぜかと言えば、テロとは関係がない

と立証された人もいます。そのように法律はきちんと制定されています。 

 また拘留をされた者たち、例えばテロの疑いで逮捕された者については、ほかの人と別

に拘留をされています。また外国人テロリストが、もし国境を越えて、チュニジアに侵入

をしようとしたとしても、国境はきちんと管理されています。非常に厳重な措置を取って、

国境警備は行っています。今のデータでもはっきりしていまして、テロリストがチュニジ

アに陸路で入ることはできません。 

 今日新たな改革を始めております。教育制度の改革を始めています。教育制度を改革す

ることによって、学生、生徒、児童が、より新しい、啓蒙されたアイデアを持つことがで

きるように、また理念としても新しい考え方を学ぶことができるように、自由な、オープ

ンな考え方ができるように、教育が変わっています。同僚の発言もありましたが、チュニ

ジアは国際社会に対して、国際的なテロ防止会議を要請していますが、何も起こっていま

せん。理由がわからないところです。 

（星野） ありがとうございました。それでは次の質問、いただきたいと思いますが。じ

ゃあまず、どうそ。 

（質問者） 今日は興味深いお話ありがとうございます。２０１３年以来、私も３度チュ

ニジアを取材しまして、民主化プロセスについてレポートさせていただきました。その本

題は別にしても、私、旧市街の近くの、フランス門の近くのホテルに泊まらせてもらって、

仕事の合間に旧市街を散歩しました。アラブの旧市街の中でも、多分最も美しい旧市街の
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１つだと思いました。こういう素晴らしいチュニジアの文化遺産をぜひ日本の多くの人々

に見てほしいと、私も考えています。 

 じゃあ本題に移ります。質問は、チュニジアのアンナハダ、あるいはその指導者のラシ

ド・ガンヌーシ、彼らの民主主義、あるいは国家についての考え方、この彼らの考え方と、

皆様、カルテットの皆さん、世俗主義者と言っていいのかわかりませんけど、その両者の

考えの違いは、もしあるとすればどういう点にあるのか。もしその違いがあるとすれば、

その違いから来る課題をどうやって克服することができるのか。その点について、できれ

ばお３方、それぞれにお話いただければと思います。ありがとうございます。 

（ブーシャマウイー） ご質問ありがとうございます。チュニジアの憲法は、新たに採択

されましたが、世界の中でも独自の憲法かもしれません。宗教についても条文があり、国

民の良識を保障し、宗教の権利も守ることになっています。宗教的なプロパガンダは学校、

あるいは教育機関では禁止されています。 

 寛容なイスラムを採択しておりまして、すべての宗教は守られるべきであると、すべて

の宗教は尊重されるべきであるということです。子ども時代から、われわれは、すべての

宗教は尊重するようにと言われております。確かにガンヌーシは、政党の党首として、す

べての政党は尊重されるべきです、これが民主主義の基本です。ガンヌーシはガンヌーシ

の考えがあります。 

 また政教分離もルールとなっています。あくまでも政教、政治と宗教は分離しなければ

なりません。政治家は政治を行うべきであり、宗教指導者は宗教指導者としての権利を享

受し、行使をするべきです。同僚の発言もありましたが、今回の移行プロセスの中で、経

済的、社会的な困難がありますので、チュニジアの成功のために努力をしたいと思ってい

ます。チュニジアが成功すれば、地域全体の成功になる可能性があります。部族とか、あ

るいはスンニとか、シーアとか、そのような分断がありません。これがチュニジアの重要

な特徴だと考えています。 

（アッバースィー） 付け加えて言いましょう。ブーシャマウイーさんが言ったことに付

け加えましょう。チュニジアにおける政治的なイスラムについて、それからアンナハダ党

の党首がどのような役割を果たしたかということですけれども、対話の最初の頃にはいろ

いろな制約がありました。対話をするということが難しい部分がありました。アンナハダ

というのは与党でした。２０１１年の選挙の時には与党でありました。アンナハダがまさ

に党として力を持って、そして３党、ほかの２党と一緒になって、連立与党となっていた

わけであります。３党のトロイカ体制が組まれていたわけですけれども、その時いろんな

問題が出てまいりました。 

 これは革命を保護するという、ある準軍隊のような団体がありまして、そこが与党の警

備をしておりました。それが暴力を生むということになってしまいました。この暴力が、

結局はテロ的な攻撃につながるということがありました。その時にすべての当事者を対話

するようにというふうに呼びかけました。 
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 そこで成功しなかったとするならば、そういった３党をテーブルに着けさせることがで

きなかったとするならば、大変でしたけれども、われわれはその３党だけではなくて、す

べての政党を引き込むことができたのであります。最初は拒否したんですけれども、その

後で対話に入るということを決めたというのがありました。そういった政党もありました。

ですから３党だけではなくて、たくさんの政党がテーブルに着いたのでありますし、そう

いったところが協力をいたしまして、憲法を定めました、起草いたしました。みんなが認

識していることでありますけれども、これは文民体制の憲法であり、それが基礎となりま

して、民主的な国家が生まれるということになったのであります。 

 これも公に見なされていることでありますけれど、これは認められたアプローチという

ことで、もう１人のリーダーがおりました。そのリーダーが、彼が自分のアイデアを見直

すと、政治イスラムについて見直すということを言いました。その解釈、彼の発言の解釈

なんですけれども、それによりまして、別の党もやはり対話に入るということになりまし

た。それによりまして、ほかのところを受け入れるということも言われるようになったの

であります。それが民主的な文民ベースの原理原則が生まれるということになったのであ

ります。 

 別の党の大会があったんですけれども、最近直近の大会では、公に認めております。彼

らは、社会的な宣伝と、それから宣伝というのは分離するということを言っております。

そしてイデオロギーを見直すということが言われたことによりまして、別の宗教政党など

が、このモデルに入るようになったわけであります。ですから平和的な存在ということで

まとまるならば、そしてそれを遵守するならば、どんな国であってもすべての対話を競合

するということができると、私は思います。 

 そして矛盾があったとしても、それを乗り越えることができると思います。譲り合うと

いうこともあるでしょう。そして、他者も自分の一部なんだということを思うようになる

でありましょう。たとえどんな矛盾があったとしても、他者も自者なのだと、自分なのだ

ということで、また別の党もほかのところと努力をいたしまして、チュニジアの社会の別

の勢力なんですけれども、そこも努力をするようになりました。 

 われわれはもちろん注意はしております、警戒の念は怠っておりません。きちっといろ

いろなところは見ております。われわれが、成功したからもう寝ていいということではな

いのです。あたかもわれわれは、これまでほかの人が達成しなかったことがなかったかの

ように思っているわけではないのです。われわれは寝るわけではないのです。われわれの

義務なんです。ちゃんと目を開いていかなければなりません。すべての市民社会組織は、

この成功の面倒を見ていかなければなりません。ケアをしていかなければなりません。 

 そして第二共和国、第二共和政も守っていかなければいけません。１つ１つ石を積み重

ねていくような思いであります。警戒の念は怠りません。反革命勢力というのもあります。

ですから注意深く、われわれは、アナーキスト的なところにも目を配らなければなりませ

んし、民主主義を信じないような勢力もあります。それからまるで独裁制が戻るというこ
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とを夢見ているような勢力もあります。今日もちろんわれわれにとって必要なのは、警戒

の念を怠らないということ、しっかりとあちらこちらを目を配っておくということです。 

 私たちはどのような声明があったとしても、どんな表現が出たとしても、それはちゃん

と受け入れます。でも警戒の念は怠らないようにいたします。それは義務だと思っており

ます。これでお答えになったでしょうか。ありがとうございます。 

（星野） よくチュニジアの場合も、あるいはほかのところも、イスラム主義勢力と世俗

派というふうに、ちょっと二項対立で見てしまいそうですけども、その中にももっといろ

いろな、多様な意見もあるんだろうというふうなことも感じましたし、一番のこのカルテ

ットの皆さんの貢献というのは、そういう皆さんが議論、対話をする場を提供できたとい

うふうなところがまたあるのかなというふうなことも、今の質問に対するお答えを聞きな

がら、ちょっと感じたところでもございますが、それでは、はい、じゃあどうぞ。はい、

じゃあ３番目の。 

（質問者） ありがとうございます。チュニジアを私も取材した経験がございます。私の

質問は、チュニジアで新しい民主的な憲法を作るに当たって、これは大変困難が大きかっ

たと思いますけども、一番難しかった問題、皆様が対話を進めていく中で、一番これは危

機だなと思った瞬間は何だったのでしょうか。そしてそれを乗り越えるために、具体的に

どうやって乗り越えたのか。これをぜひ体験談としてうかがいたいということが１つ。 

 それからチュニジアの民主主義はまだ道半ばだというふうにおっしゃいましたけれども、

今後のカルテットの具体的な目標は何で、具体的な役割は何だとお考えでいらっしゃるか

と。この点についてお願いいたします。 

（星野） はい、どうでしょう、じゃあ、ベンムーサーさん。 

（ベンムーサー） 最初の質問についてですけれども、どんな障害があったか、どんな困

難があったか、憲法起草においては何が一番問題だったかということですけれども、まず

第１点、工程表を作る前に、われわれは最初の起草案ということはちゃんと認識しており

ました、ファーストドラフトです。第１起草案というのは、われわれの望みに合うもので

はありませんでした。国民の望みに合うものではありませんでした。あるいは革命の目標

にも合うものではありませんでした。この第１起草案というのは、シャリア、すなわちイ

スラム的なルールだけが立法の根拠であるということを言いたいような、そういうふうに

書かれていました。女性というのも従属的な位置づけしかなされておりませんでした。そ

れは革命の目的に合っておりません。それから暗殺がありまして、そして工程表ができま

した時に、その工程表の中にはいくつかの主要原理原則が入っておりました、まず第１点。 

 第１の問題は、モスクが中立性を保つという問題、それから学校についても同じです。

そこでは政治的なプロパガンダがあってはいけないということです。政治的な宣伝という

のはどういうことかと言いますと、宗教プロパガンダのことなんです。政治を使って宗教

プロパガンダをやっているということがあったのです。これが一番われわれにとっての大

きな制約要因でした。 
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 それ以外には１条の問題がありました。勢力として、憲法会議というのが、憲法議会が

別のメンバーの多数によって構成されるということで、イスラム的な、政治イスラムが唯

一のソースであるみたいなことを言うところであったのです。ですから一番大きな問題と

いうのは、シャリアの問題です。イスラム法がどういうふうに扱われるのかと、シャリ法

だけが立法の根拠なのかというところを決めるということが一番大きな問題でした。大変

な議論がありました。憲法議会におきましても問題がありました。国民対話の中におきま

しても、すべての紛争、すべての対立する問題というのは、すべて議論をするということ

だったのです。対話の中で議論をするということになっておりました。そこで多大な努力

をいたしまして、ほかの政党とも努力をいたしまして、イスラミストでシャリアというの

が立法の根源にはなれないということを説得しました。 

 これによりまして、われわれはまず最初、第１条を決めることができたのです。１９５

９年の憲法によりますと、チュニジアというのは宗教、国家宗教はイスラムであるという、

シャリア法がベースになっているというような憲法でした。でもそれで、次にそれをやめ

たわけです。そして２条によりますと、２条は、文民のデモクラティックな近代国家であ

るというふうに定められております。シビックだということは、これは政教分離があると

いうことを意味しています。シビックだということは、文民であるということは、公民で

あるということは、ある種の世俗主義だと思います。ですから法律というのは、ポジティ

ブ・ローでありまして、宗教法というのを、シャリアに基づく法律を持つことはできませ

ん。１条と２条、この２つの条文があるということ。そういう建てつけにしたということ

によりまして、どのような議会でも、この２つの条文は修正することができないというこ

とであります。でも未来永劫にわたって修正ができないということです。 

 あともう１つの困難性で、何があったかと言うと、これは経済社会権利についての条文

であります。われわれはこういった権利というのは、拘束力を持って、国家を拘束するも

のであると、そしてそれは保存されなければいけない、守られなければいけないというこ

とにしたかったのです。ずいぶん議論いたしましたけれども、それはちゃんと憲法の中に

盛り込まれることになりました。 

 それから矛盾がありましたのは、政治体制についても考えが違いました。例えば大統領

制がいいというところもあったし、政党によっては、議院内閣制がいいということを言う

政党もありました。そして矛盾するようなアイデアがありました。そこで国民対話の中で、

われわれは、この大統領で独裁的なものは、それは分離しなければならない、壊さなけれ

ばいけないということで、セミ議院内閣制にいたしました、セミです。ちょっと議院内閣

制に近いようなものであります。共和国の大統領が一定の属性を持たせるということであ

りまして、これは議会と大統領の間の和解をどうするかということにつきましては、大統

領が直接選挙によって、国民によって選ばれるものであると、議会によって選ばれるもの

ではないということで、大統領のほうが一定の属性を持つということになります。 

 しかし議会のほうも別の属性を持っています。それは大統領を監督することができる、
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スーパーバイズすることができるということです。ですから政府は説明責任を持ちます、

議会の前に責任を持ちます。 

 そして政府のほうでは、例えば検閲をするというような動議を出すこともできるわけで

すけれども、われわれは民主的なメカニズムを取りまして、また結局独裁制に戻るような

ことがあってはならないというふうに考えました。ですからバランスを取るということだ

ったんです、要は。どの勢力であっても、ほかのパワーをレギュレート、スーパーバイズ

するということがあってはいけないということ。 

 それから次に問題になったのは、リバティ、自由というチャプターです。それは思想の

自由ということはチュニジアの憲法では重要なことでありますけれども、以前はそれを憲

法に盛り込むということは無理だったんです、思想の自由ということにつきます。しかし

ながら、この信条の自由ということも入るようになりました。そしてちゃんと憲法の中に

入るようになりました。 

 ですからわれわれは、やはり女性の権利、それも守るようにいたしましたし、そういっ

た権利、もう、ちょっと長く話をするつもりはありませんけれども、なぜならば、短く答

えろと言われましたので、ここで終わります。 

チュニジアの特徴と言えば対話です。憲法起草の段階で、合意委員会を国民対話の中で

作りまして、矛盾するような問題については、合意委員会に付託をいたしました。国民対

話の中で取り上げることによって、共通見解が得られるように、チュニジアのために合意

を追求しました。 

 今、発言がありましたように、女性は当初は、補完的、従属的な、男性に次ぐ位置づけ

であると、イスラム側としては、このような原則を考えていたわけです。しかし、男性も

女性も抗議活動に参加したわけです。女性としても直接草案に関与をしたいと声を上げま

した。直接形のある役割を女性は革命で果たしたのです。そのため、われわれも抗議活動

を行いました。 

 憲法は、チュニジア人と女性が目指すものに合致しなければいけない、国際基準に合っ

たものでなければならないと、声を上げました。このような新しく生まれつつある民主主

義として、これから国を作っていく中で、自由を守る、また表現の自由、報道の自由、良

心の自由すべてを保障するものであるべきであると、声を上げました。 

 われわれもカルテットとして、様々な障壁にぶつかりました。不安定な時代、テロが頻

発する時代でもあります。暗殺も続くような時代でした。しかし、あくまでもチュニジア

人の意思に合った憲法にしたいと強く思っていました。その時に支配をしている政党の考

えもありましたが、大きな役割を果たして、せっかく生まれつつある民主主義を何として

も維持をしたい、守りたいと思いました。そこで役割を果たしたいと強く思っていまして、

チュニジアの経済を回復させ、社会的な財産を活用ができる国にしたいと強く考えました。 

 繰り返しにはなりますが、民主主義は当面まだ脆弱であり続けます。もし国際社会から

のサポートがなければ、例えばテロ対策で国際社会のサポートがなければ、人身取引、人
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身売買防止に対するサポートがなければ、外国投資がなければ、民主主義をサポートして

いかなければ、まだ脆弱です。チュニジアは国家としては小さく、国のリソースは限られ

ております。 

 我が国は進化をしていますが、非常に周囲は複雑な状況を持った国々に囲まれています。

そのため国際社会による市民社会へのサポートが必要です。それによって、われわれのよ

うな団体が、民主化移行に成功するように、ご支援がどうしても必要です。われわれは孤

独に、外国の力、外国に依存することがなく、われわれの国民対話は実現をしました。 

 課題も困難もありましたが、あくまでもチュニジアのためのチュニジア人による対話で

あるべきだと、１００％チュニジア人による我が国のための対話であるべきだと思いまし

たが、まだ多大なる困難、課題が残っていますので、これからはさらにサポートが必要で

す。 

（星野） アッバースィーさんには、２つ目の質問をお話いただければと思います。今質

問には２つ目がございまして、カルテットとしてのこれからの重要な目的とかは何か、課

題は何かというふうなことを聞かれておりましたので、それも合わせてお話しいただけれ

ばと思います。よろしいですか。 

（アッバースィー） はい、じゃあ私がお答えをいたしましょう。でも２つ目にお答えす

る前に、短くですけれども、ちょっと付言したいことがあります、付け加えたいことがあ

ります。 

 われわれチュニジアでは、１１年の選挙の後、憲法選挙の後に、大変な起草上の戦いが

ありました。だからわれわれは警戒の念を怠っていないのです。そして常に態勢を整えて

おくということが必要なのです。私は労働組合のトップをしておりますので、補完的な、

憲法には硬直性がありました。そこですべての政党に対して、政権会議におきましても、

それを上程いたしまして、われわれはベストを尽くして、そのドラフトの中身がよいもの

になるように、そして近代的なチュニジアの憲法としてちゃんと盛り込まれるようにとい

うことを努力いたしました。この努力には、われわれは成功したわけです。 

 というのは、２人の方が、チュニジアに来られた方からの質問でしたよね、チュニジア

に住んだこともあるというような方の質問でした。実際チュニジアの国民も割れていたの

です。バルドー広場で座り込みがありました。あれは国民が左側のほうに座り込みをし、

そして右側のほうにも別のことを考える国民が座り込みをしたということがありました。 

 そしてこの２つの勢力の間で、２つの政党の間で、治安当局がちゃんと彼らが衝突しな

いように存在したのです。ですから国民対話の時に、われわれは、どうしてチュニジアの

国民というのは分裂するんだろう、２つに分かれるんだろうと思いました。しかし、チュ

ニジアというのは、今まで全然分かれていたこともないし、矛盾もそんなになかったはず

なのです、チュニジア国民の間では。 

 ですからバラ線で、イスラエルとシリアの間にバラ線が張られているというようなもの

ですけれども、そんなことはうちの国には当てはまらないなと、それはできないなという
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ふうに思っていました。いつまでもそうなるわけではないということで、対話になったわ

けです。 

 さて、いろんな問題、障害はありました。でもありがたいことに、譲り合いの精神があ

ったということで、当事者の間で。それからまたありがたいことに、対話をすることがで

きる能力をわれわれが持っていた、マネージすることができた。難しいことではありまし

たけれども、そういう能力を持っていたということで成功し、そして今の近代憲法を起草

することができたのであります。 

 しかしカルテットとしてこれから何が必要かということですけれども、国民対話が成功

した後で、これを制度機構としてしっかり確立するようにしろということを言われました。

カルテットの活動を制度化しろ、あるいは国民対話を制度化しろということを言われまし

た。例えばカルテットとして、われわれはあったわけですけれども、カルテットというの

はイニシアティブなんです。１つの取り組みなのです。 

 われわれは国家を作っていくわけですけれども、国家というのは制度機構によって作っ

ていくものでなければなりません。そしてそういった制度があり、機構があり、しかもそ

ういったものというのは選出される、正当性のある、透明性のある形で選ばれていかなけ

ればなりません。 

 われわれは市民社会ですから、チュニジア国民の全部を代表しているわけではありませ

ん。われわれは代表ではありません。このメカニズムというのは、制度機構化することは

できないと言いました。もしカルテットが制度化されるということになりますと、これは

かえって、国家という機構を損なうものになってしまう可能性があると思ったからです。

国家の制度機構、そういったものこそが適切な形の手段を持って、そして安定性を確保す

べきであります。 

 でもそれだけでは十分ではありません。われわれのタスクが終わってしまったと思って

おります。国民対話としてのミッションは終わったと思っております。なぜならば、われ

われの目標というのは、チュニジアが政治的な危機から脱出すること、それを望むという

ことでありました。そのような危機があったということが影響を持ったわけです。それが

チュニジアの経済にも影響し、チュニジアの安全保障にも影響し、それから社会情勢にも

著しい影響をもたらしたのであります。 

 ですからわれわれはソリューションを見いだそうといたしました。政治危機に対するソ

リューションを見いだそうといたしました。そしてちゃんとこの政治危機が収まった後で

選出された、選挙で選ばれた人たちがソリューションを後になって考えるだろうと思いま

した。 

 われわれの使命というのは達成されたと思っております。そうではありますけれども、

ほかのイニシアティブ、取り組みを始めるかもしれません。それはわれわれが気が付いた

時です。何かインバランスがある、バランスが欠けているところがある、あるいはチュニ

ジアの経済がうまくいっていないところがある、社会情勢がよくない、政治情勢で間違っ



25 

 

ているところがあると感じる、あるいは脅威がどこかからかかってきているということが

あった場合に、チュニジアに対して、そういうようなことがあった場合には、そんなこと

あってほしくないですけれども、そういった時には国家の制度機構がきちっと対応すべき

だと思いますけれども、もしそういうような状況になった時には、われわれは何かを始め

るかもしれません。ほかのイニシアティブを始めるかもしれません。そういったイニシア

ティブというのは、どういう組み立てになっているのか、どんな組成にするのか、そうい

ったことは結局はカルテットに任されるということかもしれませんし、ほかの市民社会が

関わってくるということかもしれません。ほかの市民社会がほかの企てを始めるというこ

とがあるかもしれませんし、そのイニシアティブの中身というのが変わってくるでしょう、

それぞれの状況によりまして、変わってくるだろうと思います。 

 ただわれわれ、強く認識していることがあります。チュニジアの国家が自らの役割を果

たすということ、これが第一であります。そしてチュニジア国家は正しい路線に乗ってい

ると思います。そしてソリューションをちゃんと求めてくれると思います。コンセンサス

を通じて求めてくれると思います。ソリューションを求めて、そしてすべての問題に対応

するだろうと思います。われわれの希望といたしましては、われわれの今の役割というの

は監督をする、監督をし、それによりまして、チュニジアの国民が平和に暮らすことがで

きるようにということを願うということです、追加的な脅威がないようにということです。

以上です。 

（星野） お２人の質問をまとめてお聞きして、そして最後、１つずつ。２つ質問があり

ます。１つはこちらから、もうお一方、女性から。 

（質問者）レバノン、チュニジアに関しまして、憲法の中で女性は男性と平等であると。

ビジネスウーマンとしてうかがいますが、女性の社会参加と、ほかのアラブ諸国と比較し

てどう思いますか。また日本と比べて、女性の社会参加について、ご意見をお願いします。 

（星野） じゃあその後、どうぞ、はい。 

（質問者） さっきも言われたと思うんですけど、チュニジアで革命後、ＩＳのリクルー

ティングが活発化して、多くの若者がシリアとかで戦闘員になってると思うんですけれど、

その原因は何だと考えられますか。多分１つは、やっぱり経済で、仕事がないっていうの

とか、あとはベンアリ時代に、政権時代には、押さえつけられてた宗教勢力が多分出てき

たというのがあると思うんですけれど、具体的に何があると思いますか。そしてそういう

過激派、サラフィストとこれからどうやって対話していけるとお考えですか。 

（星野） はい、ありがとうございます。じゃあもう１方、はい。２つ後ろで。それでご

めんなさい、ちょっと時間の関係で、後でまた機会があればと思いますが。 

（質問者） 私は、先ほどからカルテットの皆様が大変な努力をされて、この今回のノー

ベル平和賞に値するような成果をもたらされたということは素晴らしいことだと思ってい

るんですけれど、やはりこのカルテットの努力を受け入れたチュニジアの市民社会の成熟

度というものがあると思うんですね。 
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 ちょっと質問というか、長くなると恐縮なんですが、私、１９６９年の夏に初めてチュ

ニジアに行って、それから８０年から８２年、２年半暮らして、文化人類学が専門ですけ

れども、８２年には、先ほどお話があった旧市街のメディナの都市化と家族変化の調査を

いたしました。そこで驚いたのが、ものすごくチュニジアの都市文化、文明の高さですね。

それと同時に、２０１０年に学習振興会のプロジェクトとして、チュニジアと、それから

東京国際大学と、それから向こう、チュニジア側はチュニス大のセレスという研究所があ

りますけれども、そのエルアナビーさんが代表になって、ジョイントセミナーをやって、

そのセミナーは、Ｃｒｏｓｓ－ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｄｉａｌｏｇｕｅ： Ｉｄｅｎｔｉｔ

ｙ ａｎｄ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅｓ ｆｏｒ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｉｎ Ｔｕｎｉ

ｓｉａ ａｎｄ Ｊａｐａｎというのをやったんですが、チュニジアで２０１１年に革命

が起こった時に、エルアナビーさんがすぐにＥメールをくださって、４つほど、この革命

の成功についてお話になってたんですが、１つは、軍隊が非常に冷静だったということも

あるんですが、もう１つは、人々、市民の成熟度の高さというのを挙げておられたんです

ね。 

 私もそれは非常に大きな、やはりカルテットの努力を受け入れる市民社会があったとい

うことが大変大きな成功に導いたことだと思います。それは先ほど笹川財団の理事長の田

中先生がおっしゃった市民社会対話というのを挙げられておりましたけれども、それから

星野先生も３つの成功に導いた条件を挙げられて、それも私も大変感銘を受けたのですが、

やはりこの市民社会の成熟度、それは非常に伝統的な、メディナができたのが８世紀の初

めですが、それから脈々と続いてきた都市文化の高さがあると思います。 

（星野） ありがとうございます。それでは時間の関係もありますので、ブーシャマウイ

ーさん、そしてベンムーサーさん、アッバースィーさんの順で、ラストワードということ

で、お答えをしつつ、また言い残したこともちょっとお話をしていただくというふうな形

で、会の終わりのほうに持っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。あ

なたが先にやってください。 

（ブーシャマウイー） 私は今回が日本に来るのが初めてではありません。でも毎回来る

ごとに、日本の方々は本当にずいぶん進んでいるな、文明的だなと思います。ほかの文化

を大事にしてくださる、そしてほかの文明も大事にしてくださる、それから意見が違う人

でも大事にしてくださる。率直に言いまして、私はもう本当に本日も、ずっと日本のこと

を勉強はしてまいりましたけれども、今の日本というのは、本当に深い尊敬に値するお国

だと思います。心の底からそう思います。 

 誰でも日本に住むことができると思います。なぜならば、皆様方は他者を信じておられ

るからです。そしてそういう力強いお言葉をいただきましてありがとうございました。御

礼を申し上げたい。ご婦人の方ですね、東京国際大学の方で、チュニジアにも何度かいら

したというふうにおっしゃいました。そして彼女は、チュニジアが本当によく繁栄してい

るということをおっしゃいました。そして私たちはここに来てからも、いろんな方にお目
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にかかっております。チュニジアに何回も行ってる、１回だけじゃない、何回も行ってる

という。本当に距離がずいぶんありますのに、日本とチュニジアの間に、たくさんの方が

来ていらっしゃいます。しかも直行便がないにも関わらず、日本からの直行便はないにも

関わらず、たくさんの方が訪れておられます。皆さん方は勇気を持っていらっしゃいます。

チュニジアに来ていただいております。日本人というのは本当に進んだ国民であります。

そして深い文化をお持ちです。深い知識をお持ちです。そしてその知識を持って、チュニ

ジアをもっと知りたいと思ってくださる。本当にありがたいことだと思います。ぜひこの

異文化間の対話を深めたいと思っております。 

 さて、レバノンの方がお聞きになりましたね、われわれの憲法に関する質問ですけれど

も、すべての権利、女性の権利はすべて守られております。理論的なことではありません。

現実的な話です。チュニジアの婦人というのは、その権利は憲法にちゃんと込められてお

りまして、アラブ・イスラムのチュニジアではありますけれども、その女性というのは、

ほかのアラブでイスラム国の女性とは全然違います。なぜならば、１９５６年に、われわ

れはチュニジアにおきまして、大統領、ブルギバ大統領がまさに発意を持って、個人のス

テータスに関する規約を作られました。それは重婚を禁止し、そして男女の平等というこ

とを言われたのです。１９５６年当時、ほかのアラブの国では、そんなことは、このよう

な権利を女性に認めるなんていうことは不可能でした。こういった平等の権利を持つなん

ていうことはあり得ないことでありました。 

 次に２０１６年の８月１６日には、われわれはこのチュニジアのこの個人ステータスに

関する規約をお祝いする時がまいります。女性の権利がその中には込められております。

もちろんギャップはあります。元のバージョンと、そのコード、規約と、それは憲法の議

論をしている時にはギャップがあったりしたしましたけれども、まえの憲法を修正いたし

まして、そこでほかの権利も導入するようにいたしました、女性の権利です。チュニジア

の女性というのは、教育を受け、そしてチュニジアの経済でも主要な役割を演じておりま

す。そしてちゃんと子どもを育て、そして若い世代をも、この革命の中で育てることがで

きたわけであります。そういった意味で、私は本当にチュニジアの女性の関しては誇りを

持っております。そして国民対話の一部になっていることを誇らしく思います。 

 またこのような役割を果たすことができたのは嬉しいことだと思います。チュニジアの

女性の権利について言いますけれども、私は１９５６年のことを言いましたけれども、知

っていただきたいんですけれども、エアバスをアラブの世界で操縦したのはチュニジア人

なのです。もう最初のアラブ世界での教師はチュニジア人だったんです、女性の教師は。

アラブの世界におきまして、チュニジアの女性というのは、もう常にパイオニアでありま

した。チュニジアの女性はまさに権利を享受しています。 

 なぜならば、彼らは一生懸命努力するからです。そして彼らは当然ながら、このような

ステータスを持つべき存在であります。神に感謝をします。チュニジアの女性は今日では、

チュニジアの学生の６０％が女学生であります。学生の６割が女性だということなんです、
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チュニジアでは。彼らはすべての分野で、医学も勉強しますし、法学部にもいますし、そ

れから司法も勉強します。もういろんな仕事で女性が持っているのがあります。教師とか、

司法とか、それから医学、そういったところには多くの女性が進出しています。ほかのセ

クターもたくさんあります。 

 私はアラブの女性として、初めてビジネスアソシエーションの会長になりました。私は

たくさん女性の話をしたくはないんですけれども、まさに今こそ、私はチュニジアとチュ

ニジアの女性については話すべき時だと思います。何を達成したのかを話すべき時だと思

います。ビジネスの分野でも１万人の女性、ビジネスオーナーがいるんです、チュニジア

には。彼らはあらゆる分野で仕事をしています。例えば中小企業から、最も大きな大企業

でも仕事をしています。 

 私の経験を、民間部門での経験を語ることもできます。ほとんど時間を費やしましたの

は、われわれのビジネスを運営するということですけれども、それに加えまして、家族の

面倒も見なければならないわけです。子どもも育てなければならない。そういうこともし

なければいけません。私はもう２４時間営業という感じで仕事をいたしました。私は休み

は取れませんでした、休暇が取れなかったということもありましたので。もう冬とか春と

か、そういった時にも、女性は本当に苦しんでいると思います。仕事がないということが

あったりもいたします。ですから何か仕事を作ることができる時には、まず最初に女性が

その仕事に就くという、なぜならば熱心にそれを求めるからなんです。働きたいと思って

るからなんです。 

 チュニジアの女性と、ほかのアラブの女性を比較することはできません。チュニジアで

は、私は運転もできますし、離婚もできますし、それから自分の子どもの親権を求めると

いうこともできます。これはまさに自由なんです。私どもがこの自由は守りたいと思って

います。われわれは自分たちの自由を無視しているわけじゃありません。ちなみに政治に

おきましても、女性大臣が３人、それから３３．８％の国会議員が女性であります。 

 チュニジアの女性は権利を楽しんでいます。そして投票権も持っています、選挙権です。

これは西側の女性よりも早く獲得いたしました。２０１１年にわれわれはパリティを取っ

ております。これ、垂直パリティということで、次の地方選挙の時には、選挙人、候補者

のリストというのは垂直にイコールであると、そして水平的にもイコールであるというこ

とです、パリティです。要するに、候補者の半分は女性でなければいけないということで

す。 

 私は、ですから次の国会選挙の時には、議会というのは５０％が女性のリストになると、

そして次の政府の場合にも、それから女性の大臣が半分になるというふうに私は望んでお

ります。ずっと状況は良くなっていくだろうと思います。それは男性の状況がどうである

かに関係なくです。われわれはクオータには反対でありまして、結婚というのがそのルー

ルであるというふうに思っております。 

（星野） ありがとうございます。今のお話は、日本の女性の皆さんにとっての大きな激
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励というふうなことにもなるでしょうし、日本政府は、女性の輝く社会というふうなこと

もおっしゃっていますので、そういう方向に行くことの意義というのもあると思いますし、

女性の社会進出に取って一番大事なのは男性の役割、理解というのもあるのかもしれませ

んから、そういうことも考えながら、今のご意見を聞かせていただきたいなというふうに、

男性の１人として思いました。 

 それではちょっとさっきの順番とは違いますけどもアッバースィーさん、最後の締めく

くりのお言葉をいただけますでしょうか。ちょっと司会の不手際で、時間がもう１８時に

なってしまっているんですが、もうちょっとだけご容赦ください。５分ほどで。 

（アッバースィー）いえ、５分も使わないようにいたします。ブルギバ大統領がイスラム

社会に対してどのようなことを行ったか、ちょうど独立した後だったわけです。それは大

変勇気を必要とするものでした。併せて、チュニジアの女性も非常に勇敢だったんです。

独立の前からチュニジア女性は強い存在でした。簡単に紹介しますと、これは実話です。

女性がいかに勇敢であって、女性が自らの権利を守ったか。 

 植民地時代、男性は一夫多妻、４人まで許されていました。しかし、植民地時代の女性

の抗議によって、またブルギバ大統領本人が生まれる前の段階から、結婚証明書の署名の

段階で、妻は夫に対して、妻の承認がなければ離婚をしてはいけないと、別の女性との結

婚も認めないと。結婚証明書、これは Kairouan市ということで、これは私が生まれた町の

結婚証明書です。この例を紹介しているのは、女性がいかに自立していたか、女性が自ら

の権利をどれだけ強く擁護していたかということを示す例です。 

 女性の権利がどのように擁護されてきたか、たくさん話すことはできませんので、１つ

だけ言います。田中理事長がおっしゃっていた点ですが、重要な役割を果たしてくださっ

ています。特にジェンダー、男女の平等、あるいは女性の活躍に関するプログラムをぜひ

チュニジア、日本双方で推進していただきたいと思います。そのような会合を行うことに

よって、経験、知見を共有することができると思います。 

 特にチュニジアの労働総同盟についても、この問題を２０年間主張してまいりました。

この機会を借りまして、１９６９年、日本の先生がおっしゃったとおりですが、この年、

私は卒業して、就職をしました。当初は、私は小学校の先生を地方でしていました。おっ

しゃっていただいたように、連帯、団結が国民の中でもあると、国際大学の先生が国民に

ついて褒めてくださいましたが、国民はお互いを尊重しています。国民同士、連帯の気持

ちがありますし、パートナーシップが大事だと考えています。連帯、団結が大事だと思っ

ていて、平和、及び社会の平等を強く言っています。 

 先ほどブーシャマウイー経営者連合が、女性が財産だと言っていました。ブーシャマウ

イーさんに言いたいと思いますが、女性がここまで頑張ってきたということ、チュニジア

では女性が非常に権利を主張してきたということがあります。女性が出産をすると、２カ

月産休を取ります。公務員の分野では産休があるのですが、民間での産休は１カ月しか取

らないということで、ブーシャマウイーさんいわく、本人は４０日しか産休を取らなかっ
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たと言っています。つまり女性、民間でも産休は２カ月であってほしいと思いますが、今

ブーシャマウイーさんをネタにして、半分ジョーク、半分真剣なことを言いましたが、女

性の権利は重視されています。 

 さらに女性に対する権利は確保していきたいと考えています。それによって完全に男女

平等に、本来平等なわけですから、もっと女性の権利をしっかりサポートしたいと考えて

います。 

（ブーシャマウイー）言い忘れたことがあります。チュニジアでは、チュニジアの大学で

は、サラフィスト、サラフィ派がいて、チュニジアの国旗を下げて、そしてイスラム国の

国旗を掲げたということがありました。その時に、若い女性、女学生です、女子大生がそ

の壁を登って、そしてその黒い旗を引き下げたということがありました。そしてチュニジ

アの国旗を再び掲げたということがありました。もう勇敢なイニシアティブですよね。そ

れはもう拍手しなければいけない、本当に賞賛すべき行為だと思います。この若い女性と

いうのは、われわれの誇りであります、チュニジアの。 

 彼女をＵＧＴＴの本部にお呼びいたしまして、私は彼女に賞を与えました。彼女の取っ

たスタンスというのは、まさにすべてのチュニジアの女性の名誉であるということを私は

言いました。このことからもわかると思います。若いチュニジアの女性というのは非常に

愛国的であります。そして自分の国土を守っているという人であります。 

（ベンムーサー）これはマインドの問題です、法律の条文ではなく、マインド、ものの考

え方が鍵です。チュニジアでは２０世紀の初め、有識者が本を書いていました。女性は社

会の半分であると。女性は男性と同じ権利を享受する必要があると。それ以降、一夫多妻

は稀になっていました、一夫多妻はほとんど現実にはなくなっていました。したがって、

１９５６年に条例ができ、これを和訳、日本語にも訳しました。女性は、１９５６年から

このような権利を持っています。 

 別の質問に関しまして、シリアに戦闘員として行ってしまう人がいると、アッバースィ

ー事務総長の話がありましたが、ベンアリ政権では、野党の指導者についても、きちんと

裁判にかけました。対話があれば、革命にはならなかったはずです。チュニジアは、民主

国家になるような体制であったのですが、ベンアリの抑制、独裁によって、民主化できま

せんでした。しかし独裁に戻ることはありません。女性の権利がこれから失われることは

ありません。 

（星野） はい、ありがとうございました。ちょっと時間を超しましたが、対話は尽きな

いということじゃないかなと思います。大変名残惜しいですけれども、時間の関係で、こ

こでお開きというふうになると思いますが、日本とチュニジアのメンタリティというのか

な、チュニジアの人と私たちのメンタリティ、結構似ているところがあるなというふうな

こととか感じながら、また今回の議論を聞きました。そしてまた、チュニジアの将来にわ

たって、日本が何ができるんだろう、観光の話もありました。もしかしたら、おもてなし

の国ということでは共通する部分もあるのかもしれませんが、そういうことで協力もして
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いきたいと思いますが、今回のセミナーで、本当にチュニジアが身近に感じられるように

なったということも大きな成果だと思います。それをもちまして、私、拙い司会でござい

ましたが、このセッションを終えさせていただきたいと思います。 

（堀場） ありがとうございました。チュニジア国民対話カルテットの皆様、星野先生、

どうもありがとうございました。皆様、今一度、拍手をお送りください。 

 それではこれで本日の講演会を終了させていただきます。皆様、ご来場、誠にありがと

うございました。どうぞお気をつけてお帰りください。 

［了］ 


